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1. はじめに 
電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングルー

プでは，“学会・研究会における情報保障ワーキンググル

ープ” (AMAI: Academic Meeting Accessibility Initiative) を設

置し，点訳や手話通訳，要約筆記，音声同時字幕システム

の利用など，さまざまな情報保障を検討している．筆者ら

はこの流れの中で，高品質の情報保障とは別に，主催者や

発表者の “ちょっとした工夫” で実現可能な情報保障につ

いて検討した．紹介する方式はいずれもローテクで一般的

に情報保障とよばれているものほど高品質ではないが，こ

れまで情報保障が一切行われてこなかった分野でも広く継

続的に実施できる可能性がある．本発表では，検討した 
“手頃な” 情報保障の数々について，個々の具体的方法とそ

の限界について報告する． 

2. “手頃な” 情報保障とは 
アメリカの郵便受けには赤い旗がついているものがある 

( ) ．この旗の真の起源を知るわけではないが，庭が広

く，門と玄関とが離れているアメリカならではの事情であ

ると想像する．赤い旗はおそらく “門まで届けてくれれば

いいから，そのかわり郵便を入れたら旗を立ててね” とい

うプロトコルであり，お互いの歩み寄りで全体のコストを

劇的に下げることに成功している．配達人は各戸の玄関先

までいちいち届けに入らなくてよく，居住者も郵便が届い

ているかどうかいちいち門まで確認しに行く必要がない． 
福祉における事例としては，既存のエレベータの視覚情

報保障が考えられる．ボタンについては点字テープを貼る

ことで解決可能だが，何階で停止したのかわからないのが

厄介な問題になる (たとえ目的階が押せても，途中階で停

止することがありうる) ．このとき，エレベータ本体の分

解や改造が一般に許されず，回路に関する知識も必要にな

ることが情報保障の敷居を高くし，浸透を妨げている． 
ところが，もし “音声でなくてもよい” という歩み寄り

が得られるなら，簡単な解決がある．エレベータは 2 重扉

になっているから，外側の扉のへりに階数を示す点字テー

プを貼付すればよい．これはエレベータ本体の改造に比べ

実施が容易であるので，我々の歩み寄りは，できるだけ多

くのエレベータに規格化 [1] して貼付すること，となる． 
“手頃な” 情報保障の趣旨は，このような落としどころを

探って敷居を下げ，どこに出かけても最低限の情報保障が

得られる “ユビキタスサービスとしての情報保障” を実現

しようというものである．本稿では，学会・研究会におけ

る “手頃な” 情報保障の試みについて報告する． 

3. 重度視覚障碍を対象とした “手頃な” 情報保障 
現在，資料の点訳は一部の研究発表会で限定的に行われ

ているにすぎないが，これは点訳者や印刷の手配，費用負

担の困難に起因している．そこで，発表申込システムに機

械点訳を組み込み，予稿回収と同時に点字粗訳を自動生成

するシステムを，1 つの現実解として構築した． 

3.1 点訳機能つき講演原稿受付システムの構築 

これまで情報保障が行われてこなかった学会・研究会に

対して情報保障の裾野を広げていこうと考えると，講演を

すべて点字印刷して準備することが困難なため，必然的に

電子データでの事前配布を選択することになる． 
電子データでの事前配布という観点からいえば，テキス

トファイルと点字ファイルという 2 つの形式が考えられ，

それぞれ表 1 のような得失がある．本システムは，講演者

が講演原稿 (現在は Microsoft Word 文書のみ) を入稿すると

同時に (1) テキストファイル，(2) 読み原稿ファイル，(3) 
点字ファイルの 3 つをその場で自動生成する (図 1) ． 
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ファイル

読み原稿
ファイル

点字
ファイル

自動生成 自動生成 自動生成

現在の事情により 配布 / 
著者が許せば配布 / 配布
しない から主催者が選択

全講演について配布
認証サーバを通じて
ダウンロードが可能

任意校正 任意校正任意校正

 
図 1. 点訳機能つき講演原稿受付システムの流れ 

“手頃な情報保障” を目的とした当該システムの限界は，

(a) 図表や数式の扱い，(b) レイアウトの扱い，(c) 誤訳の

扱い の 3 点ある．これらについて， (b) についてはワープ

ロ文書のスタイル解析で章・節の行空けや字下げを正しく

処理しようと改良を試みており，(c) については講演者自

身による読み (ひらがな) レベルの任意校正を可能にするこ

とで，関心さえあれば点訳に明るくなくても誤訳低減に協

力できるよう設計した．重要なデータである著者名につい

ては，たとえ任意校正がまったく行われなくとも，講演申

込時に web フォームで取得した著者名のふりがなをもとに

正しい読みの表紙を生成し自動結合するようにしている．  

4. 弱視を対象とした “手頃な” 情報保障 
講義や研究会等のプレゼンテーション画面を，弱視者の

手元に無線配信可能とするシステムを 2 種構築した． 

4.1 VNC によるプレゼンテーション手元配信システム 

VNC (Virtual Network Computing) というリモート操作ソ

フトウェアの画面転送機能を利用してプレゼンテーション

†静岡大学情報学部  ††筑波技術短期大学 
‡ 電子情報通信学会 HCG AMAI ワーキンググループ

581

K-082

FIT2004（第3回情報科学技術フォーラム）



の手元配信システムを構築した．ワイヤレスネットワーク

の設定および VNC のインストールの面倒，動画転送性能

などに難点をもちながらも，手元に配信された画面を個々

人の特性にあわせて色調補正可能な機能を付加し，赤緑識

別に困難をもつ 2 名の被験者による実験ではこの機能の有

効性も確認できた．  

4.2 簡易プレゼンテーション手元配信システム 

PC のダウンスキャン画像を UHF トランスミッタで送信

し，ポータブル TV を用いて受信する簡便法も検討した．

本方式の限界は色調の個別補正はできないことと，NTSC
へのダウンスキャンで解像度が失われることであるが，解

像度 XGA のプレゼンテーションで 28pt 程度までの文字は

遜色なく読み取ることができた．主催者が PC に詳しくな

い自治体などでもポータブル液晶 TV を配備する程度で運

用できるのが利点であり，講演音声を同時に送信すること

で，難聴者のイヤホン聴取も補助しうる． 

5. 聴覚障碍を対象とした “手頃な” 情報保障 
聴覚情報保障として，講演音声の視覚化を検討した．手

話通訳や要約筆記による保障は通訳者等の手配と費用負担

の困難から一部の研究会でごく限定的に実施できているに

すぎない．しかしその一方で，何かしらのメモをもとに発

表練習を行ってから登壇する講演者は分野によらず少なく

ない．このメモを発表時に有効に活用する方法を検討した． 

5.1 簡易ノート投影手法 

プレゼンテーションソフトとして多く用いられている

Microsoft PowerPoint では，各スライドに対してその解説を

記せる “ノート” という機能がある．このノートの内容は

スライドのサムネイルとともに印刷できるのであるが，ノ

ートを印刷して読み上げるのでなく，その内容を直接投影

すれば，“手頃な” 情報保障として活用できる． 
最も簡単な実現法として，CD-R 等に複製したプレゼン

テーションを座長補佐等が借り受けて開き，副プロジェク

タに接続した座長補佐等のパソコンでノート編集画面を投

影する方法がある．2 系統のビデオ出力を持つ PC の場合，

PowerPoint の “発表者ツール” 機能を用いて副画面に発表者

ツール画面を表示させ，そこに含まれるノートを投影する

方法も考えられる．しかし，発表者ツールではノートの表

示領域を大きく広げることができないため，現状では 2 台

の PC による上述の方式のほうが簡単で有利である．難点

は座長補佐等が講演者の画面を見ながら，自分の PC との

同期を取る必要があることである． 

5.2 プレゼンテーションノートの拡大投影システム 

簡易方式で投影するノートも聴覚情報保障には有効であ

るが，背景色や文字フォントの調整ができず，従来の PC

要約筆記に比べると見にくさも否めない．そこで，字幕提

示サーバとノート抽出クライアントによるノート字幕提示

システムを作成した．ノート抽出クライアントは

PowerPoint のスライドショーに同期してノートを抜き取っ

て字幕提示サーバに送信し，字幕提示サーバは送信されて

きたノート文字列を拡大投影する．ノートの文字数が多す

ぎる場合，表示文字フォントのスケーリングが自動的に行

われる． 
簡易法に比べてソフトウェアのセットアップやネットワ

ークの設定が少々面倒であるのが難点であるが，スライド

に同期して，副プロジェクタから見やすい字幕が自動投影

できることが利点である．セットアップの難易度も情報系

学会ではまったく問題視するレベルではなく，とくにノー

ト抽出クライアントについてはインストール作業を不要と

することで，USB フラッシュメモリなどに入れたクライア

ントを講演者に渡してその場で実行してもらうだけで字幕

提示サーバに接続可能としている．また，別稿で触れるが，

聴講者の手元に同時に字幕を個別配信し，個々人の見やす

さにあわせたスタイルで表示することも可能である． 

6. まとめ 
どこに出かけても最低限の情報保障が得られる “ユビキ

タスサービスとしての情報保障” を広く実現するための 
“手頃な情報保障” の構想と，それに基づく試作システムの

概要について報告した．ノートを投影する聴覚情報保障方

式では，質疑応答などの即興的な発話に対しては無力であ

るなど，“手軽な” 情報保障はそれ自身完全ではない．しか

し，短時間の質疑応答だけであれば，我々素人の PC 要約

筆記でもなんとかまかなえるかもしれない． 
「情報保障が困難な」理由は，実は人材や機材の問題で

はなく，「情報保障は困難だ」という意識が思いやりより

先に出てきてしまうことである．本稿では，開発した独自

システムだけでなく，情報系の学会以外でも実施が容易な

簡易な手法も紹介した．高品質の情報保障は重要課題であ

るが，“ユビキタスサービスとしての情報保障” は福祉社会

の前提として必要なものである．その意味でも，より “手
頃な” 情報保障が多数提案され，優れたものが発展してい

くことを期待したい． 
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表 1. テキストファイルによる配布と点字ファイルによる配布の得失 

 点字ファイル テキストファイル 

利便性 ピンディスプレイまたは点字プリンタが必要となる

が，講演者の音声を聞きながら触読が可能． 
PC 単体で容易に音声化可能．講演者の音声との同

時聴取に難あり． 

実現性 著作権法第 37 条によって公表出版物の点字による

複写と公衆送信が保護されており容易． 
副次的利用の虞から，情報保障への理解が充分でな

い現時点では主催者の協力が得られないケースも．
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